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岩手県指令社第29 4号

岩手県盛岡市菜園2丁目2番8号

岩手県消費者信用生活協同組合

設立発起人代表渡辺長福

⑩

昭和44年8月6日付けで申請のあった岩手

生活協同組合の設立については、消費生活協同

25年法律第20 0号）第58条の規定に基づ

可する。
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昭和44年8月22日
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岩 手県消費者信用生活協同組 合

設 立 総 会 資 料
己
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設立総会議事次第

ひろ､一

－

(1)

（2）

(3)

（4）

(5）

開 会

資格確認並びに成立宣言
､

議長及副議長選出

書記並び嶬事録署名人委嘱

議 ＝ 事 - ； ，
氷ﾕ号議案設立総会にいたるまで確這報舎ゐ件

オ2号議案岩手県消費者信用生活協同組合差款制定の件
． ．. ：

才8号議案…昭和44年度事業計雷並収支予算決定の件

才4号議案;連合会加入決定の件

才6号議案岩手労鐵釜庫加入決定の作･ －

､ ､オ6号議案 :-措入金最高限度額承認の件:鴬？ ～ ”

才γ号議案 役員選任の件

閉 会
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日本経済がアメリカにつぐ急速の成長を遂げたと宣伝されるなかで国民生活は逆に低下してい

るのではないかと思われますo

大企業中心の政治のもとで中小企業の破産倒壊は戦後最高の数に達していますし、物価のつわ‐9

．．.. : . ; , r･:． ． ． ． ． ． ． ．

上げ政策と浪費攻勢によって勤労者をはじめ市民の消費生活は莫大な支出増と生活のゆがみをお，

しつけられていますo

私たちは、みんなひとしく「健康にして文化的な生活を営む権利」を保障されていますo

しかし労働組合にも各種協同組合共済団体にも保護されずに孤立した中小企業、商店等の勤労

者や碆・般消費者にとってはこれらの願望を補けてくれる銀行、金庫など市中の金融機関は縁遠い

存在であり、いきおい小口高利金融業者に依存せざるを得ないというのが現状です。 こうした

状態をただ眺めている坊にいきません。 私たちは自分たちの生活を自分たちで守つ士いく

必要があります○ 消費生活協同組合法はとの主うな弱い立場にある者の自衛の組織として同

一地域に居住し、あるいは職場で勤務する者が結集して｢生活協同組合」を設立し､購買､I共済
、施設金融などの互助事業を行なうことを法認し奨励してい蓑すo

生活協同組合は､組合員の出資金を財源とし、組合員すぺての平等な発言によって運営劫､利
用による利益が出た場合にも、組合員が生協を利用した額に応じて「利用高割り戻し」が行なわ

れるというように極めて民主的な経営組織でありますb .

みなさんo 今こそ弱い力を結集して協同の力を確立し、生活協同組合を設立しようではあり
ませんかo

すでに先進的な宮崎県においては、昭和30年に信用生活協同組合が県内主要地区に設立され、

爾来ユ0年のオ月にわたって健全な発展をみていますo さらに昨年は鳥取県に県内一円とする

信用生活協同組合が設立され、 短時日ながら着々と経営基盤を確立しつ奥あり･蓑すo

私たち力穀立し主うとする組合は岩手県消費者信用生活協同組合といい、次の事業を行ない蓑
十,、すo
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ユq 組合員に対し、 鰯潟離童異 る事業o

④サラリーマン、一般市民に対する個人信用貸付

③中小企業従業員の厚生資金とする団体保障による信用貸付
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尚国､公社債等を担保とする貸付

(桑)電話翻夫権､不動産を担保とする貸付

・ 組合員の生活に有用な協同施設を設置し、組合員に利用させる事業・ 組甘貝の歪Y古に信用江勘I可施改を設置し、組合員に利用させる事業、

篝
ホームヘルパー、派

出看護人、集釜代行、社会保険業務代行など特殊な技能などの共同利用を行なう。
‐ 。： ．、

。 組合員の生活の改善および文化の向上を図る事業

講演会、芸術鑑賞会、体育祭などの文化活動

、 組合員及び組合従業員の組合事業に関する知識の向上を図る事業o

との主うな生活協同組合こそ私たちの願いを実現してくれる最良の機関であることを確信し

ていますo

「一人は万人のために、万人は一人のために」の協同互助の精神にもとづいて、みなさんが以

派
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上の趣旨をじゅうぶんご理解のうえ、ふるって御加入ください童す工うお願い申し上げますo､
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オユ章 総 則 ・

（目 的）

オユ条との消費生活協同組合似下「組合」という．）は、

員の生活の文化的経済的改善向上を図るととを目的とする｡

（名 称）

才z条・との組合は、岩手県消費者信用生活協同組合という○
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次の事業を行左うo

事業灘蕊謹
I

2） 組合員の生活に有用左協同施設を設置し、組合員に利用させる事業

（5） 組合員の生活の改善及び文化の向上を図る事業

（4） 組合員及び組合従業員の組合事業に関する知識の向上を図る事業

（5） 前各号の事業に附帯する事業

便 域）

鯨の獣の区域は岩手県~円の地域とする。
才8条との組合は､事務所を岩手県盛岡維去÷媒圓-渦雫彦蟇

姥彦＜恥｡入 におく。
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才2章 組 合 員

組合員の資格）

才6条との組合の区域内に住所を有する者は、との組合の組合員となることができるo
t.

2．との組合の区域内に勤務地を有するもので、との組合の事業を利用することを適当とするも

のは、との組合の承認をうけてとの組合の組合員となるととができるo

伽入の申込み）

菱7条前条オユ項に規定するものは、組合員となろうとするときばとの組合の定める加入
綴

申し込書に引受けようとする出資口数に相当する出資金額を添え、これをとの組合に提出し左

鎮､辛ければならない。
；玄-－ ’

一 2．との組合は、前項の申込みを拒んではならない。ただし前項の申込みを拒むことにつき、理

事会において正当な理由があると議決した場合はとの限わでないo

3．との組合は、前条オユ項に規定する者の加入について、現在の組合員が加入の際に附された

よりも困難な条件を附さないものとするo

4.オユ項の申込みをした者は､才2項ただし書の規定により､その申込みを拒まれた場合を陸

、 き、との組合がオユ項の申込みを受理したときに組合員となるo

5．との組合は、組合員となった者について組合員証を作成し、その組合員に交付するものとす

るo
皇 . 。 ，ロ ｡ .. ､･･･ご

伽入承認の申請）
｡．● ■

才8条才6条才2項に規定する者は、組合員となろうとするときは、引き受けようとする出

謬& 資口数を明らかにして、との組合の定める力叺承認の申請書をとの組合に提出し左ければなら

操ない。
． ： ．：

， 2．との組合は、理事会において前項の申請を承認したときは、その旨を同項の申請をした者に

‐ 通知するものとするo

5．前項の通知をうけた者は、すみやかに出資金の払い込みをしなければならないo

邑唱<--4．オユ項の申請をした者は、前項の規定により出資金の払い込みをしたときに組合員となる。
5．との組合は、組合員となった者について組合員証を作成し､その組合員に交付するものとす

る○

幅出の義謝

オ9条．組合員は、組合員たる資格を喪失したとき、叉はその氏名若しくは住所を変更したと

きは、すみやかにその旨をとの組合に届け出なければならないo
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オ8章 剰余金処分及び欠損金処理

金） ．：

との組合は、出資総額の2分の1に相当する額に達する玄で、

封
僅

毎事業年度の剰余金の

とするoただし、との

は､当該事業年度の剰

ユ0分のユに相当する額以上の金額を法定準備金として積み立てる.毛のとするoただし、この

場合において繰越欠損金のあるときは、積立てるべき準備金の額の計算は､当該事業年度の剰

余金からその欠損金のてん補にあてるぺき金額を控除した額について行なうものとするo

2．前項の規定に主る法定準備金は、欠損金のてん補にあてる場合を除き、取り,くずすことがで

きないo

ー

パ

事業繰越金） F-<":
1 ，

条との組合は、毎事業年度の剰余金の20分のユに相当する額以上の金額を教育事業繰
・ざ二･‘。． ・ ・・ ．

として翌事業年度に繰越し、才3条才4号の事業の費用にあてるために支出するものとす

L叡屑

参寒菫上望

るo ●

2．前条オユ項ただし書の規定は、才1項ただし書の規定は、

ー

前項の規定による繰越金の額の計算について準用するd; .'
幸

の割りもどし）

との組合は､毎事業年度の剰余金について､欠損金をてん補し､才総孝1項噸
る法定準備金として積立てる金額及び前条オユ項の規定による教育事業繰越金として繰拳

越す金額を控除した後になお残余があるときは、その残余を組合員の組合事業の利用分量又は

払込んだ出資額に応じて組合員に割りもどすことができるo

2．との組合は、期日の到来して出資の払い込みを終了しない組合員について、その出資の払込

みを終るまで、その組合員に割りもどすぺき剰余金をその払い込みにあてることができるo
､ 皐顛

(利用分量に応ずる割りもどし) 〆。 、〃

●
』

条組合事業の利用分量に応張る剰余金の割りもどし似下「利用分量割りもどし」とい

）は、各事業年度における組合員の組合事業の利用分量に応じて行なうo
ｰ

2.との組合は､.組合事業を利用する組合員に対し、利用した組合事業の利用のつど、利用した
ノ

〃-ず－歩‘ －．

事業の分量を証する領収書を交付するものとするo

3．との組合は、組合員力荊用した組合事業の利用分量の総額が、 この組合の事業総額の5割以

上であると確認した場合でなければ利用分量割りもどしを行なわないo

4．との組合は、利用分量割りもどしを行なうこと及び利用分量割りもどし金の額について総会

の議決があったときは、すみやかに利用分量割りもどし金の利用分量に対する割合及〔鯏用分皇

量割りもどし金の請求方法を組合員に通知し、かつ公告するものとするo

－4－



骨

、

5．との組合は、利用分量割りもどしを行なうときは、その割り.もどすべき金額に相当する額を

～利用分量割りもどし引当金として積み立てるものとする。 。．:．

6．組合員は、才4項の通知にもとづき利用分量割少もどし金をとの組合に請求しようとするど

瀧謹鍾謹鍵
（ きは、利用分量割りもどしを行なうことについての議

月を経過する日までに、才2項の規定により交付をう

提出してこれをし左ければならないo

，尿・との組合は、前項の請求があったときは、矛5項の規定による利用分量割りもどし引当金の
積立を行なった事業年度

薫議鍵蕊熱譲蝋鱒難雲織〒項の規定によ娠出され

量に応じ利用分量割少もどし金を支払うものとする6

鞠

8．との組合は、右事業年度の利用分量割りもどし金のうち、前項に定める期間内に割りもどし

を行なうととができなかった額は、当該事業年度の翌を事業年度における事業の剰余金に算入
するものとするo

（出資額に応ずる割わ．もどし）

才懇払い込んだ出資額に応ずる剰余金の割州どし似下｢出資配当｣という｡)は､各
事業年度の終りにおける組合員の払込済出資額に応じて行なうo

2．出資配当金の額は、払込済出資額につき年ユ割以内の額とするo

3．との組合は、出資配当を行なうこと及び出資配当金の額について総会の議決のあったときは

、すみやかに出資配当金の払込み済出資額に対する割合い及び出資配当金の請求方法を組合員

識｡に通知し､かつ､公告するものとする。 ／
4．組合員は、前項の通知に基づき.出資配当金をとの組合に請求しようとするときは、出資配当、

を行なうことについての議決力垳なわれた総会の終了の日から6ケ月を経過する日までにこれ

をしたければならないo

5．との組合は､前項の請求があったときは､遅滞なく出資配当金を支払うものける6
永一
齢数処理）

蕊臓オ繋条前2条の規定に主る割州どし金の額を計算する場合において､組合員どとの割少も
どし金の額にユ0円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとするo

灘の駕室毎事業年度の剰余金について､才難の規定によ’組合員えの割り、
どしを行った後になお残金があるときは、その残余を任意に積み立て童たは翌事業年度に繰越

鱒、

皐
泓
囎
州
蝿
”
一

’
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すものとするo

欧損金のてん補）

総蕊 条
塞
箒

、
才
像 との組合は、欠損金が生じたときは、繰越剰余金、前条の規定により積立てた積立金、

金の順に取りくずしてそのてん補にあてるものとする。

ダ

法定準備

、才4章 一 役

殿 貝）

蕊厳談難と………く。
“ （ユ） 理 事 1o人以上

（2） 監事 2人以上

（役員の選挙）

職 員

ざ、

鯵

ユ5人以内

3人以内

望-詞謹
一
■
■
■
ｊ
割
１
１
■
■

１
日
■
■
■
０
４

蕊職憲 役員は、役員の選挙等に関する規約（以下「選挙規約」というo)の定めるところに
胃 ■d■ =｡ :

会において組合員のうちから選挙するo

の理由があるときは、理事の定数の5分のユ以内のものを組合員以外のもののうちから2．特別の理由があるときは、理事の定数の5分のユ以内のものを組合員以外のもののうちから

選挙することができる○
． ． ｡ ！ ： ，

：． ．

（役員の補充） § 言 、

妻瀦蕊雪麗雷雲悪蹴耀駕…権…拳湿潤“
‘般員の任期）

: 驫毒……L訓睦…岬藝…"…い■喜遷蕊
2.補充役員の任期は、前項の規定にかかわらず、前任者の残任期間とするo

3.役員の任期は、その満了の日がその日の属する事業年度の通常総会の終了の日と異なるとき ‐

は、オユ項の規定にかかわらずその総会の終了の日室でとするo
、 ． ． ： ．

4.役員が任期の満了又は辞任によって退任した場合において役員の数がその定数を欠くに至つ一獄‐

； たときは、その役員は、後任者が就任するまでの間は、なお役員としての職務を行なうものとき 、
． . ： ． 今； -． ．

． ' 1 ? ｡ .. ' ~ ｡ ･ ･ .

するo ：
．､:i=. ･･ . : :

（役員の責任）

欝倉鴛蝋鱸繍蹴:……蝋…‘

1
、
ｊ
夕

･･･6－“

１
１



一一

般員の解任）

才難差訟組合員の5分のﾕ以上の請求により､任期中で蝋会において解任すること
ができる○

2．前項の規定に主る請求は、解任の理由を記載した書面をとの組合に提出してしたければなら

ないC

s．との組合は､前項の規定による書面の提出があったときは､総会の会日の10日前までに、

．その役員にその書面を送付し、かつ、総会において弁明する機会を与えなければならないoっ

鯉事長及び専務理事）

簔聯響言-才鶴理事は､理事長ﾕ人及専務理事1人を理事会に純て互選する。
2．理事長は、理事会の決定に従ってとの組合の業務を処理し、この組合を代表するo

､So専務理事は､理事長を補佐してとの組合の業務を執行し､理事長に事故あるときは､その職

務を代行するo

4．理事は、理事長及び専務理事に事故あるときは、あらかじめ理事会において定めた順序に従

ってその職務を代行するo

鯉.事会）

才鍔峯理薑会は理事をもって組織する。
． ；

： ．

2．理事会は、理事長が招集するO

S・理事長は､理事が理事の5分のユ以上の同意を得て、叉は監事が監事全員の同意を得て、会

議の目的とする事項及び招集の理由を記載した書面を提出して理事会の招集を請求したときは

、その請求のあった日から7日以内に理事会を招集しなければならないo
● ● ● 8

鋲､、

鴬の言駕蒔別の定めのあるもののほか､次の事項は､理事会の議決棚ければ※義総
らないo

（ユ） との組合の財産及び業務の執行に関する重要な事項

≦L- (2) 総会の招集及び総会に附議すべき事項

（3）‐ との組合の財産及び業務の執行のための手続きその他との組合の財産及び業務の執行

について重要な事項を定める規則の設定､変更及び廃止: ： 、

（4） 取引金融機関の決定 ． ． ； ： ： ． ．； ：

（5） 前各号のほか、理事会において必要と認めた事項、､幕… ：.．

I

【

綴

＃

!.。
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口
の議決方法）

理事会は、鋪熟 理事の過半数が出席しなければ議事を開き､議決をすることができない。
：.、 、． 、

出席した理事の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するとと劃てよ理事会の議事は、2o

るo

3.理事会の議長は､理事会において出席した理事のうちから、そのつど選任する6

4．議長は、理事として理事会の議決に加わる権利を有しないo

5・理事会においてとの組合と理事との関係について議決をする場合は、その理事は、理事会の→

議決に加わる搾荊を有しないo

6.翌事会において議決をする場合には､議長及び前項に規定する理事は､出席した理事の数に-『弓鶴

算入しないo

職

ﾜ9鐘長座墜壌会に塾三重誕陸醇泌は､、理事会の議事について､議事の経過の要領及
‐びその結果を記載した議事録を作成し、これに署名又は記名押印したければならない。 ．

、ﾛ－ 己●-,.･ ﾛ b~－、－－ づ｡． ● ■も－－ － －． ①、◆｡ 缶一さ曲 璋一

層面に主る理事会への出闘

鯨蕊寺窪条理事は､理事会の議案としてあらかじめ通知のあった事項について書面をもって識
権及び選挙権を行なうことができるo

亀・前項の規定により議決権叉は選挙権を行なう者は、出席者とみなすo
， ：

3．敢ﾕ項の規定に主り議決権叉は選挙権を行なう者憾理事会の議案としてあらかじめ通知の

あった事項について、その賛否又は選任しようとする理事長若しくは専務理事の氏名を記載し

た書面を封入し、その封筒に署名叉は記名押印したものを理事会の開会までに理事長に提出し

なければならないo

Ⅱ
可
ｐ
ｐ
ｒ
ｌ
も
！

審
安

欝
号j

il i

『
申

専奮．〃

･ " ~

の備えつけ及び書類の提出）

理事は、定款規約、総会の議事録、組合員名簿、その他組合の財産及び業務の執行
一

１
０
１
．
１
ｆ
ｆ
Ｌ
Ｆ
ｆ
４

て重要な事項を記載した書類を事務所に備えておかなければならないo
ー

亀・前項の規定に主る組合員名簿には、各組合員の氏名、住所加入年月日、出資口数並びに払 ‘
・ ・ 亀． ・2．．．．皇 ． ・ ・ ・ ． －エー．

込済出資額及びその払込年月日を記載しなければならないo

3．理事は、通常総会の会日の甲曰前までに、事業報告啓財産目録、貸借対照表及び剰余金処

分案叉は欠損金処理案を監事に提出し、かつ、これらを事務所に備えておかなければならない○

4．前項の規定に主る事業報告書には、次の事項を記載しなければならないo

（ユ） 組合員の数及び出資口数の異動

． （2） 払込んだ出資の総額及び剰余金をもって出資の払込みにあてたときは、その総額

ｌ
ｈ

邨
昨
寺

－8－

Ｉ
州
〆
亨
１
４
▲
令
し
弘
Ｉ
ｍ
４
抽
弔
『
抑
画

、
ｐ
Ｌ
４
・
当
■
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Ｇ
・
寺
守
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Ｊ
ｊ
ｊ

ｇ
４
５
６

く
く
く
く

損益の計算並びに借入又は償還した金額及び借入金の利率

法定準備金及び各種の積立金

総会の議決及び役員の選挙

事業の状況

ｱ、才3条オユ号の事業については、 事業の種類並びに貸借件数及び貸付金、総額及

び内訳 ，

ｲ融裁呂条才2号の事業については､利用施設の種類及びその禾ﾘ用の程度を表示する事項

1■

垂、

ウ、才3条才3号の事業についてはTそ

餐婆一 エ､才3条ｵ聖号の事業についてはfそ
‘,: ， ‘ （7） その他必要な事項

5．組合員及びこの組合の債権者は、オユ項及【5．組合員及びこの組合の債権者は、オユ項及び

…蕊翰
才3項の書類の閲覧を求めることができるo…

6．理事は、才3項の書類を通常総会に提出するときは､監事の意見書を添付し表ければ表らないo

監事による監勤

才鰺監事は､毎事業年度2回以上組合の財産及び理事の業務執行の状況を監査しなければ
ならない○ ．

2．監事は、前項の監査を行なったときは、その結果を総会に報告し、かつ、意見をのぺなけれ．

ばならない○
・ ． ： 、

3．監事は､オユ項の監査を行なったとき及び必要があると認めるときは､理事会に出席して意

見を述べるものとする○

4．監査についての規則の設定、変更及び廃止は、監事が行ない総会の承認を受けるものとする。
，

鈴=礪 問） ： ： ・

才蜜条との組合に､顧問をおくごとができる。 蕊瀦
， 2．顧問はく学識経験のある者のうちから、理事会において選任する○

3．顧問は、との組合の業務の執行に関し、理事長の諮問に応ずるものとするo

.i､職 員）

才輿挙との組合の職員は､理事長力荘免する。
2．職員の定数、服務、給与その他職員に関し必要な事項は、規則で定める6

ー

－9－
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(5) 組合員の除名６
酢
夙
。
０
，
冊
Ｉ
ｖ
．
Ｉ
岬
油
仙
卜

礒決権及び選挙権の書 代理八に聖る行卿､… ,： ：

灘職に恥三池通知のあった事頚について層面叉は〆鑿 条組舎員ほ､才
職雲をもって議決権及び選挙権を棚≧とができる｡ただし｡組合員叉は組合員と同一”毒

帯に属する者でなければ代理人となるととができないo
｡ b､｡ ■｡． ●

：鴛駕:爵麓駕麓農:裳鰯難の規定により＆議診
らかじめ通知のあった事項について､書面にその賛否または選挙じようとする役員の氏名を記 齢

載してこれを封筒に封入し､その封筒に署名叉は記名押印したものを､総会の開会までに､こ-7侭
の組合に提出しなければならないo

4．代理人は、 ユ0人以上の組合員を代理することができないo

5．代理人は、代理権を証する書面をとの組合に提出しなければならないo

（家族の発言権）

才望条組合員二局こる職属する者は､総会に出席正､=長の許可を得て発言することが
できるoただし、組合員の代理人として総会に出席する場合を除き､･議決権及び選挙権を有し

･･： ． ． ． ． ． ［

ないo

（総会の議事録）

皇駕::薦鴛…総会に…
ノ鰯

（2） 組合員の総数及び出席組合員の数 一ﾉ餅
や

(3) 議事の経過の要領 ‘． ． ． ：

（4） 議決した事項及び賛否の数

（5）選任きれた役員の氏名
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との定款に定めるもののほか、総会の運営に関し、必要な事項は、総会運営規約で定翌弩
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(事業の種類）

才58条洲鮴,号に規定する鋒鶏臓ふ
は次i亡掲げるものとする。

（，無担保信用貸付

（2） 団体保証貸付

（鋤 有価証券担保貸付

賓金釜貸付する裏業（以下貸付事業という獄

）
ゴ

、

‐

一一
~

一

●ー

虚

2,渉3条矛2号に規定する生活に有用な共同施設の穂頃は,共同宿舎，保養所並びに
ホームベル
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（ユ） ・目的たる事業の成功の不能

（2） 合 併

（3） 破 産

（4） 行政庁の解散命令

2．との組合は前項の事由によるほか、組合員針6条才2項の規定による組合員を除くo)

が20人未満になったときは、解散するo

3．理事は、との組合が解散破産に主る場合を除く。）したときは、遅滞表く組合員に対しそ
へ

、 の旨を通知しかつ公告しなければならない。

銭余財産の処分）

鯵k "60条との組合が解散(合併叉は破産による場合を除く｡）した場合の残余財産(解散のと

室鴎きにおけるこの組合の財産から､その債務を完済した後におけ砿余の財産をいう｡)ぱ私
噸 込済出資額に応じて恕合員に配分する｡ただし､残余財産の処分につき､総会において別段の

議決をしたときは、その議決によるものとするo

拾・ 併）

< 、ムオ6ユ条との組合が合併をしようとするときは、合併契約書を作成し、総会の承認を受けるも
のとするC

. 2.理事は､前項の合併契約書の要領緋鱈の規定による通知に記載し､かつ､公告しなけ
ればならないC

s･合併に主って組合を設立する場合においては、総会において組合員のうちから合併に主って

設立する組合の設立委員を選任するものとするo

戸ユ8－

ー●一ー一一一
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； 砲合の組合員に対する通知及び催告): ： い:WT;T－…‐ ゞ ………‐……-… リ
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穐
訓
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苅

との組合が､組合員に対してする通知及び催告は､組合員名簿に記載したその者の住

の者が別に通知又は催告を受ける場所をとの組合に通知したときは、その場所にあて

⑥て行なうo

（実施規則）

蝦 〃矛豊粂．の定款識ｴび規約に定める…瞳……財産…鋳の執行の錘畿
弐聯手………ぴ蕊…琴……､蕊…為。

1

附 則

鮠行期日）

ユ． この定款は、 との組合の成立の日から施行するo

熱藤嶬立拳……,
に

2． との組合の成立当初における役員の任期は、才召-壬条オユ項の規定にかかわらず、創立総

会において議決された期間とするoただし、その期間は、 ユ年をとえてはなら左いo

城立当初の事業年度） ノ

、－………叢零…塞霧蝋………鯉"毒
の日から翌年3月5ユ日までとするo

等ノ

■

／

冬ヨー

心

～
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1． 事 業 計 画

■● 。■

ユ。 基 本 方 針 ・・ ，

設立趣意書にのべてあるとおり、消費面からの生活の改善と向上を図るために主たる事業活動

を おいて推進いたし童す｡
d

する事業

誤質と特殊一回＝の 収

夫脈等グ

ーーール ．ー ．．■

■■■I■

■■ロ 可■ ■■ ■ー

到

A

灘(ｲ）貸付の種目として、無担保信用証書貸付有価証券担保貸付、電話担保錦ミ恩給、

年金鍔貸付、不動産貸付を設けて行ないますo

(ロ）貸付金利については、出資の受入、預り金及び金利等の取締等に関十る法律並びにE（ロ）貸付金利については、出資の受入、預り金及び金利等の取締等に関する法律並びに関

零埠=‐
Q●

係

法令に定むるところに従い定めますb

（ハ）貸付額は、初年度20,800pOOO円、 矛2年度53,200,000円、 才3年度

38,600,000円、を設定し収入は、初年度ユ,8979400円、 矛2年度

5' 654',"O円縣オ“渡聖9340,010円が確保されるようにつとめます｡拳
B、 協同の施設を設置し、組合員に利用させる事業

ホームヘルパー、派出看護人、集金代禄社会保険手続きの代行など、組合員の技能を持

・ ちより相互に利用をしますO - ､

c、 組合員の生活の改善および文化の向上をはかる事業

組合員の消費生活の改善に役立つような講演会や文化水準の高い名画、演劇、バレー、

音楽を鑑賞することや、組合員や家族の健全なレクリエーション活動を補けるために必要

な旅行プランの作成、指定旅舘の設置などを行ないますo

含嬢騨
、<率〃／

－1一一一口

、

〆

野

’
／

組織活動方針

設立の趣旨を広めるため盛岡市を中心に新聞広告或いは直接中小企業商店などへのチラシ配

り、或いは県労連、同盟などの労働諸団体を通じての未組織労働者の組綱上、岩手県中小企業

福祉労務協会など事業者団体を通じての加入促進を巾広くす皇めていきますo

オー年度は盛岡市及び周辺地区、才2年度は花巻、北上地区周辺、オ3年度は宮古、釜石地

区などの順に組織拡大を図ります。

2．

上、

）
Ｉ

･･･1-

ー~~■
ー｡－･●｡~｡■甲 一一弓一一

第3号議案昭和44年度事業計画並収支予算決定の件
■
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3． 教育活動方針

職員に対する教育は､驚生協活動の趣置寧分徹底させるため§全国生協学校､県生協連合会
： L ・・・ ・

職員研修会に積極参加させ常に業務知識の向上をはかり、 日常業務が円滑におとをわれる主

うに指導しますo

又組合員に対しては業務内容の周知徹底をはかり、特に理事､総代研修会の開催或いは先

進生協の視察、 日協連トップ研修会への参加を通じて事業内容の改善、経営基盤の拡充と強

化をはかっていきたいと思い室す○ 賭

■■■

鯵

4． 人 事 計 雷

初年度は職員2名とし、その中業務に経験を有する者ユ名、事務職員ユ名としま･すo
． ． ； 、

矛2年度以降については、事業の発展状況とにらみ合せ漸時増加することにいたします。

-亨蕊琴

5． 貸金業の届出

出資の受入、預り金及び金利等に関する法律才7条オユ項の規定し
!i:. ･ ･

手県知罰に貸金業の届出を行ない、貸付業務を開始いたし萱す6

、 の届出

預り金及び金利等に関する法律才7条オユ項の規定にもとづき、大蔵大臣倍

ﾉ鰯

寺蒐

鍵
l■■

〆

ダ

－2．－．

〃
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種誘件 利率 貸付限度 貸付期間 償還方法画函 その他 備 考

無担保

貸・付
－－0●● 、●一

●

団体貸付

月

2分ユ厘
心 ●ー ー‐－

〃
Q

一

手 拶

60,000
－－

｡

●

一一

100,OOO

ﾕ年

●

以内

一一一一一一〒
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〃 ．

ユ時払

月蝋還

〃

保証人

記名

蝿

細
鴫

保

ｊ
ｉ
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》
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〃 200,000 〃 〃

保証人
● ロ
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不動産

担保貸付
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支 部出 の 収 入 部の －－

f戸
|地代家賃
水道光熱費

嬢査研究費
諸 会 費

租税公課

旅費交通費

通 信 費

雑 賛

支払利息

事業外費用

創 業 費

金額．｜ 摘 摘 要

659"C噸沌貝
●

印紙代外

科． ・ 目

貸付金利息

金額
壷
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5,000，
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事務用品5,000.

5．000

: 10,000

36,000

20,000

5,000.

2,000

30,OOO
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50,OOd

2qOOO

569400

100,000

什器、備品償却

3,000×ユ2

ガベ水道電気料
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町内費

貼用印紙代
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自昭和44年7月 ユ曰

至昭和45年3月sユ曰
益 計 算 書

利益 の 部
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１
１
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科 目 オユ年度 才2年度 才3年度 備 考

貸付金利息
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岩手県生活協同組合連合会に加入するO .

出資金はユロ ュ0．OOO円を拠出するo ；

会費は､連合会規定にもどづき理事会で決定する。
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８ ｰ
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ボ;ｻ：
ﾄ『‘ 1 ．

瀞。
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識|Ⅲ

M｜|』
｜潮測闘
｜鐵1 ，
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‘ﾘ曙i ｝ ↓

合

存－7第5号議案岩手労働金庫加入決定の
ｒ

ヘー李

ユ． 岩手労働金庫に加入するo

2． 出資金は50p 50．OOO円を拠出するo

第6号議案借入金最高限度額承認の件
I旬

ユ． 昭和44年度の借入金最高限度額を2.200万円とする0

2． 取引金融機関として岩手労働金庫および岩手銀行とする0

韮

妻 款才懸にもとづき創立当初の役員を次の鋤選任する。
；理事定数 ユ0人以上一ユ5人以内、

監事定数 2人以上～3人以内 ノ

ただし初年度の役員は理事ユ0人、監事2人とするO ,/. － ‐4

I

一一｡

ー 1■■

■■ ‐

.･･9－‐ ・‐

第4号議案連合会加入決定の件

第7号議案役員選任の件


